
第 40 回日本ハンドボールリーグ（JHL）花巻大会のご報告 

平成 28 年 3 月６日(日)、花巻市総合体育館アネックスにおいて開催した第 40 回 JHL 花巻大会

には、過去最高の入場者数 2,165 人を記録し、成功裡に終了することができました。試合の結果

及び、トピックス等を含めて報告書を作成しましたので、余韻をお楽しみいただければ幸いです。 

大会開催にあたり、盛り上げていただきました後援各社・団体、広告協賛及びお楽しみイベント

景品提供のご支援を賜りました企業各社、並びに希望郷いわて復興写真館のパネルを提供いただき

ました岩手日報社、国体・大会募金、物販各社及び国体ダンス披露の花巻中学校ハンドボール部に

心より御礼申し上げます。 

≪参考≫ 平成 28年 3月 5 日（土）【第 14週 第 1 日目の結果】 
◇男 子◇     フラップ大郷２１（黒川郡大郷町） 

大同特殊鋼 29(13-13, 16-15)28 琉球コラソン 
  （９勝１分５敗）        （６勝０分８敗） 

トヨタ自動車東日本 26(14-13, 12-9)22 トヨタ車体 
  （10 勝０分４敗）          （10 勝１分３敗） 

平成 28年 3月 6日（日）【第 14週 第 2日目の結果】（日本ハンドボールリーグ機構より引用） 

10:00～ トヨタ車体 24 (10-11, 14-10) 21 湧永製薬 

『トヨタ車体が接戦を制す』 
 前半、湧永製薬のスローオフで始まった試合は、湧永製薬が 10 番稲毛のポストシュートで先制
する。トヨタ車体も 3 番石戸のカットインで得点を返し、序盤は一進一退の攻防となる。25 分過
ぎに湧永製薬 9 番佐藤のカットインから 3 連取し抜け出すも、トヨタ車体 18 番崎前が終了間際
に技ありのループシュートを決め、11-10 で前半を終える。 
 後半は、トヨタ車体 3 番石戸がステップシュートで 3 連続得点を皮切りに 8 分で 16-12 とリー
ドする。湧永製薬も 10 番稲毛のポストシュートなどで追いすがるも、再びトヨタ車体 3 番石戸
のスタンディングシュートで突き放されてしまう。終盤両者互角の戦いを繰り広げ、最終的にト
ヨタ車体がリードを守りきり勝利
した。 

11:40～歓迎&東日本大震災追悼セレモニー 

 黙祷 
 花巻市長 挨拶（上田東一氏） 
 選手代表 追悼メッセージ 
（トヨタ自動車東日本 桑名主将） 

 

 『トヨタ東日本、初のプレーオフ進出決定 !』 
 前半、トヨタ自動車東日本のスローオフで試合
開始。琉球コラソンは積極的なプレスディフェン
スをしかけ、相手のミスを誘うものの、トヨタ自
動車東日本は巧みなパスワークでコラソンを翻弄。
また 10 番玉井を中心に 9 番吉田の速攻と 2 番濱
口のロングシュートが決まり、優位に試合を進め
た。対するコラソンもエースの 1 番棚原の活躍で
追いすがるも、東日本が 5 点のリードを守って前
半を終えた。 
 後半に入ると、ディフェンスシステムを変えた
コラソンは、攻守共にリズムがよくなり、88 番趙
のロングシュート、9 番福田の速攻で 3 点差まで迫った。しかし、コラソン 16 番 GK 内田が速攻
中の相手コートプレーヤーと接触し失格となり、一度傾きかけた流れが再びトヨタ自動車東日本

☆☆☆ 希望郷いわて国体・希望郷いわて大会 応援イベント ☆☆☆ 

12:00～ トヨタ自動車東日本 31 (18-13, 13-15) 28 琉球コラソン 



へと流れた。トヨタ自動車東日本は一時 2 点差まで詰め寄られるものの、ディフェンスからの速
攻で着実に加点し、終始リードを守ったトヨタ自動車東日本が勝利し、プレーオフ進出を決めた。 

14:00～ 大崎電気 27 (13- 9, 14-11) 20 大同特殊鋼 

 『プレーオフ制覇につながる、自信の一勝』 
 前半立ち上がり、両チーム共に GK を中心とした安定したディフェンスで一進一退の攻防がく
りひろげられる。15 分 15 番夏山のポストシュートを皮切りに大崎電気が 3 連取し 8-5 とリード
を広げる。対する大同特殊鋼も多彩なセットプレーから 4 番藤江などのシュートで善戦するが固
いディフェンスから速攻を主体に攻撃する大崎電気が 13-9 とリードして折り返す。 
 後半は多彩なパスワークから攻撃を組み立てる大同特殊鋼が 3 番野村のミドルや 22 番朴のポ
ストシュートでリズムをつかみ 13 分に 17-17 の同点に追いつく。一点を争う展開が続いたが GK
木村を中心とした固いディフェンスから大崎電気が速攻につなげ得点を重ねる。24 分から 3 連取
し、大きくリードした大崎電気がそのままリードを守り、プレーオフに向けて大きな勝利となっ
た。 

 

 

☆ 第 14 週終了時点の順位（勝点） 

１．大崎電気(27)         ５．湧永製薬(17)       ９．北陸電力(０) 

２．トヨタ車体(23)        ６．琉球コラソン(12) 

３．トヨタ自動車東日本(22)    ７．豊田合成(10) 

４．大同特殊鋼(19)       ８．トヨタ紡織九州(６) 

※1 位～4 位 ANA CUP プレーオフ（3/26～27 東京 駒沢体育館）進出！ 

第 3 試合ハーフタイムで、国体ダンスを披露した 

花巻中学校男女ハンドボール部員の決めポーズ♪ 

『花巻市ハンドボール協会』Facebook 動画配信中 



協賛各社（下記は、コート周辺に掲出した看板） ※他、配付プログラム参照。 

 

希望郷いわて国体・希望郷いわて大会募金 

 

 

 

 

たくさんの皆様に御協力をい
ただきました。深謝!!! 

（募金額 34､447 円） 

「各種看板」・「希望郷いわて復興写真館」の設置 
「花巻市ハンドボール協会 Facebook」支援 ⇒⇒⇒ 

実況放送の西郷親子ペア 
第１･3 試合ハートフルな実況で盛り上げていただ
きました。（第 2 試合は宇野＆鈴木ペアが担当） 



トピックス  

花巻東高校野球部員 130 人ほか、              勝利に貢献したトヨタ自動車 
金ヶ崎工場野球部員などによる応援へ             東日本 上野承太選手のｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 
感謝を伝える「トヨタ自動車東日本チーム」         （黒石野中、盛岡南高校出身） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手日報に翌日掲載された記事 

カラー写真は、 

上→トヨタ自動車東日本 上野選手 

  （盛岡南高校、日本大学出身） 

下→東日本大震災追悼セレモニー 

  黙祷シーン 

 

 

 

左下の写真は、試合後のサイン会 

手前は、大崎電気の馬場選手 

（不来方高校、早稲田大学出身） 



場内に掲げられた応援フラッグ 

 

 

 

 

お楽しみ企画の 

「国体ＰＲ紙ひこうき飛ばし」 

 選手に受け取ってもらった人に豪華景品を 

 プレゼント（写真上は、宮崎大輔選手） 
 

 

Facebook 

『花巻市ハンドボール協会』 

に動画を配信中♪♯♪♯♪♯ 


